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Abstr a ct
ln Japa n e s e n otatio n, both
" Eanjy' (Chin e s e cha r a cte r s) and " Kan a
”
(Japa n e s e c u r siv e syllaba ry)a r e u s ed a ndthis ofte n c a u s e s c o mprehe n sio npr oble m s
fo r n o n n ativ e spe ake r s. This studyin v e stigate sho w n o n
-
ativ e spe aker s cope with
w ritte n la ngu age in daily life in Japa n. In a c c o rda n c e with r e s e a r ch o n
”lite r a cy
pr a ctic e s
”(Str e et 1 9 84, Ba rto n1 9 9 4, Baynba m 1995, a nd othe r s), this study r ega rds
lite r a cy a s a s o cialpr a ctic e a nd a n alyz e s a ctu.al
"lite r a cy e v e nts
”
･
T his pape ris a c a s e study ofo n eN N S
'
s pa rticipatio nin alite r a cy ev e nt that
shefelt to be pr oble m atic: n a m elythe selection of co s m eticsin a shop plng Si七u atio n･
The N Sr e s e a r che rto okpa rtin theinte r a ctio n wi ththe N N Sandpa rticipated a s a
"
m ediato r oflite r a cy
”
. Using the la ngu age m a n age m e nt the o ry(Ne u stupnテ 1 9 9 5,
1 9 97), the ele m e ntsthat w e r e m a n aged bythe pa rticipa nts w e re a n alyz ed･
As the N N S had be e nlivingin Japa n onlyfo r6 m o nths, she had fe w s che m a
r ega rdingJapa n e s e c o s m etic pr odu cts ･ Als o a sherJapa n e s ele v elw a s el m e nta ry, she
co uld n ot su cc e s sfully sele ct the c o s m etic s that she w a nted through
以
s elf- m a nage m e nt
〃
alo n e s o she sup ple m e nted this. with
川
othe r･ m a n age m e nt
''
pe rfo r m ed by the N S･ As pa rt of he r
パ
other m a n age m e nt
''
,
the N Scho s e r e s o u r c e s
(Kataka D a: Japa n e s e cu rsiv e syllaba ry, Ro m a n alphabet, English, nu mbe r s, pictu r e s,
c olof), w hich co uld be u nde r sto od m o r e e a sily than Eanji by the N N S･ In addit o n,
whe nthe N Se xplain ed c e rtain te rm s, he rba ckgr o u nd kno wledge w a s m obiliz ed a nd
r e皿e ctedthe dis c o u r s e ofc s m etic sin Japa n.
l. 調査の 目的
本研究は, 日本語非母語話者 (NNS) が生活にお い て 日本語の 書き こ とばと接触 した際
の 対応 を, 主に言語管理理論 (ネクス トプ ニ ー 1 95, 1997a) の 観点から分析するも の で
ある . リテ ラ シ ー ･ プ ラクテ ィ ス とは二 リテ ラ シ ー を社会的実践と して捉 え るもの で ある
が , 本研究で もそれ を適用 し, その 下位概念で あるリテ ラ シ ー ･ イ ベ ン トとして文字を使
用 した蓉面 を考療す る .
本稿で は特に , 調査対象者で ある N N Sが難 しい と報告 した特定の 文字接触場面に焦点
を当てた . N N Sの社会的実践の 一 部 として実際の 場面やテ ク ス トを扱い , 調査者が仲介者
と して の役割を担う こ とに より N N Sとの イ ン タ ー ア ク シ ョ ン を起 こ した ･ そ の会話 の分
析 を通 して, N N S に よる自己管理 と, NS に他者管理 と して仲介されたリテ ラ シ
ー の 要素
毎明らか にす る ことを試みた ･
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本稿で 札 N N S が調査者に協力 してほ しい場面と して化粧 品 の選択 を依頼 したた め ,
そ こ で のイ ン タ ー ア ク シ ョ ン を録音 ･ 記述 した デ ー タを中心 に扱 っ た . まず, そ の 場面で
行われた化粧 品選択行為 の 全体的 な流れ とそ の 際の 主要 な会話デ ー タを示 し, 次に, そ の
会話デ ー タに基づ い て , N N S に よる 自己管理 と仲介者 (調査者) に よる他者管 理 を分析 し
た ･ さらに, N N S がテ ク ス トと して の化粧 品の 表示 をどの ように 理解 した か をみ るた め に ,
購入後に商品の表示 を読ん だ過程 を分析 した .
2. 先行研究
2. 1 リテ ラ シ ー ･ プラクテ ィ ス とリテ ラシ ー ヤ イ ベ ン ト
書き こ と ば使用 を生活 費 面 に即 して 考 察す る に あた り , リ テ ラ シ ー を 社会 的実 践
(lite r a cy a s spe cific so cialpra ctic e s) と して 捉えるリテ ラ シ ー ･ プラ クテ ィ ス (lite r a cy
practice s) (Scri bn e r a nd Cole 1 981, Str e et 19 8 4,1993, Ba rto n 1994, Ba rto n et al.
20 0 , Baynha m 1995, Ge e1 9 96, 他) の概念 を適用す る . Scri bn e r a nd Cole(19 8 1) は,
リテ ラ シ ー(lite r a cy) を, ｢単に特定 の ス クリ プ トをい か に読み書きす るか では なく, それ
を使用する特定 の テ ク ス トと目的 の ため に知識 を応 用す る こ とで ある+ (p. 236), と し,
実践 (pr a ctice) と して の リテ ラ シ ー を強調 して い る . リテ ラ シ ー ･ プ ラ クテ ィ ス に属す
る概念 の 一 つ にリテ ラ シ ー ･ イ ベ ン ト (1ite ra cy e v e nts) (He ath 19 8 2,19 8 3, Str e et 1 9 9 3,
Ba rto n199 4
,
Ba rto n et al. 20 0 0, Baynba m 1995, 他) が ある . リテ ラ シ ー ･ イ ベ ン トと
は , 書き こ とばが 使 用され る場面 を状況や 参加者な どの ス ピ ー チ ･ イ ベ ン ト (spe e ch
e v e nts) (Hym es 19 74, 邦訳 1 9 79) の要素か ら捉えるも の で ある ･ He ath はリテアシ - ･
イ ベ ン トに つ い て , 書き こ と ばの 使用 が意味をも つ 行為 の連続で あり , 複数 の参加者が含
まれ , 話 しこ とばの 使用 量な どの社会的相互作用 の ル ー ル を持 っ もの で ある, と定義 して
い る (He ath 1982,1983 1). 状 況 的 なリテ ラ シ ー の 実 践 に は , リテ テ シ ー の 仲介者
(m ediato r s of lite r a cy) (Wagner et al･ 1 986, Wein stein- Shr 1 9 9 3, Baynha m
199 3
,
1 9 9 5) の 役割が大きく , 話 しこ とばモ ー ドの 使用 も重要な要素となる .
Baynha m(1 9 3) は , 実際に起 こ っ たリテ ラ シ ー ･ イ ベ ン トにお ける参加者の イ ン タ ー
ア ク シ ョ ン を 分 析 す る こ と に よ り , ｢進 行 中 の リ テ ラ シ ー ･ イ ベ ン ト :
lite r a cy
-
e v e nt-in ･pr ogr e s s+ を分析 した . 本稿では , 調査対象 とな っ た N N S が困難で あ
ると報告 した特定の リテ ラ シ ー ･ イ ベ ン トを取 り上げた . そ こ に調査者が仲介者とい う役
割を持 っ て 参加す る こ とに よりイ ンタ ー ア ク シ ョ ン を起 こ し, そ の過程から NN Sの 受容
と仲介されたリテ ラミイ
- を分析 した .
リテラ シ ー とい う言葉は現在多義に使われて い るが , 本研究で は生活にお ける書きこ と
ば使用 に関 して 用 い る ･ Sc ribn e r a nd Cole(1 981)をは じめとす る状況や社会的実践 を重視
す る立場に よる 1ite r a cy/lite r a cies の概念に基 づき, こ こ で はリテ ラ シ ー を ｢状況か ら切
り離された文書を読 み書きす る能力で は なく , 特定の テ ク ス トと目的の た めに応用され る
知識とそめ実践的使用+ とす る.
2. 2 首藤管理理論
ネウス トプ ニ ー は , 言語管理に は ｢自己管理+ と ｢他者管理+ が あり (1997a), ｢社会
文化 的 レ 戎 藷 (S C)+, ｢社会言語的レベ ル (S L)+, ｢言語的 レ ベ ル (L G)+ を ｢相互 に関
連 した 一 連q9一間題+.と して 挙げて い る (1997 b). また , 言語管理に は段階があり , 規範
からの･｢逸厳+ に対す る,｢留意+ ｢評価+ ｢調整計画+ 圃 整実施+ の プ ロ セ ス をとる (同氏
195･ 1 9 97a)･ さらに調整 が行 われ る時期に より, ｢事前調整+ ｢事中調整+ ｢事後調整+
H bath(19 8 3)は , An de r s o net al. (1 98 0) の 定義を引用して い る.
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にも分 けられる (同書). 本稿で は, リテ ラシ ー 調査 のデ ー タ を分析す るに あた っ て , ｢規
範+ と ｢逸脱+ に独自の 解釈 と定義を加える ことにす る .
規範 : ある書き こ とばを中心と した場面にお い て 一 般的とされ る コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 方
法 . そ の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン には , 社会文化 (S C), 社会言語 (S L), 言語 (L G) が 含ま
れ, そ れらが リテ ラシ ー の 要素ともなる (ドラ ッ グス トア場面にお ける店内の 配置 , 商品
の表示 , 商品の背景知識な ど). また , リテラ シ ー ･ イ ベ ン トと して の 会話量などコ ミ ュ ニ
ケ ー シ ョ ン の基準も含まれる . なお , 日本語を主流言語とする場面におい て考える場合,
これは N N S が
"
習得 しなければならない 規範
”
とい う意味は ない が, 主流言語社会 の 中
で N N S が生活する場合 , ある面で はそ の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン方法 を理解 ･ 習得す る こ と
も必 要と されると考 えられる .
逸脱 : ある場面に お い て 一 般 的に行われ る コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に対処す るた め の 方法
(s c, s L, L G) を十分身に つ けてい ない こ と. なお, これ自体が否定的な意味 を持 つ もの
で はなく , 評価や調整 は参加者の 判断に よる .
菊池 (19 9 5) は ｢機能的識字+ の批判に ｢規範+ ｢逸脱+ という表現 を用 い て い るが , 言
語管理理論で は ｢規範+ に ｢社会構成員が習得す べ き+ とい う期待 は含まれない . また ,
リテ ラ シ ー ･ プラクテ ィ ス ぽ v e rn a rJtla r
'
や多様性を認 め るもの で あり, 本研究で は ｢逸
脱+ (第二言語と して 理解 ･習得 して い ない こ と)その もの に マ イ ナ ス の 意味を持た せ ない .
リテ ラ シ ー ･ プラ クテ ィ ス で は , リテ ラ シ
ー ･ イ ベ ン トにおける仲介者 (m ediato r s)
(Baynha m 1995,他)または支援者と しての 他者(The s up po rtiv e othe r) (Ba rto n1 9 9 4)
が重要な要素と して含まれて い る .
本稿で は , R が困難とする買 い物場面に調査者がリテ ラ シ ー の 仲介者と して参加 した イ
ンタ ー ア ク シ ョ ン の 中で, リテ ラ シ ー の 要素を双方が どの ように管理 したか に つ いて 分析
する . デ ー タを言語管理 の ｢自己管理+ と ｢他者管理+ に より分類 し, それぞれ の ｢留意+
と ｢調整実施+ をまと めた . なお, 調整は ｢複合+ して起 こ る こ ともあるた め ｢複合調整+
(M iya z aki19 9 9) も扱っ た. N N S である R を自己と し, N S であるJ を他者とす る ･
3. 調 査概要
3.1 調査方法
上記 の 内容 を明らか にするため , こ の調査で は , 次の 3 つ のイ ン タ ビ ュ ー を行 っ た . 全
て N NS の許 可 を得て録音 し, 文字化 した . 本稿では特 に, 以下 2 番目の ｢特定の リテ ラ
シ ー ･ イ ベ ン トにおける仲介者とのイ ン タ ー ア ク シ ョ ン+ につ い て焦点を当て る .
< 生活場面イ ン タ ビ ュ ー >
駅や ス ー パ ー マ ー ケ ッ トなどの 生活場面にお ける目的の 行為の遂行に関わ る書き こ とば
の使用 に つ い てイ ン タ ビ ュ ー を行う . 文字が読めず困 っ た経験 と, 調査者に協力 して ほ し
い 書き こ とば使用壕面 に つ い て も述 べ て もらい ,続けて行う調査に関連づ ける要素とす る .
本稿で は結果 の概要の み扱うこ とにする .
< 特定 の リテ ラ シ ー ･ イ ベ ン トにお ける仲介者とのイ ン タ - ア ク シ ョ ン >
N N S が調査者に協力を依頼 した場面に つ い て , 調査者が役割 を持 っ て参加す る こ と によ
り, そ こ で の リテ ラ シ - ･ イ ベ ン トと して起 こ っ たイ ン タ
ー ア ク シ ョ ン を録音する ･ 本調
査で は , ドラ ッ グス トア で の化粧 品の 購入場面を扱 っ た .
< 特恵の テ ク ス トを読む際の 意味交渉>
リテ ラ シ ー ･ イ ベ ン トで扱われたテ ク ス トの詳細と N N Sの 理解を把握す るため , ドラ
ッ グス トア で購入 した化粧品の表示 を読むこ とに関するイ ン タ ビ ュ
ー を行 っ た . テ ク ス ト
を N N Sが読む際に起こ る調査者 との意味交渉を録音 した . 本稿にお い て こ の デ ー タ は, 2
番目の デ ー タ に関連するもの の み扱う.
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3. 2 調査対象者
調査の 対象者 (R) に つ い て は以下 の通 りで ある . (調査が行 われ た 2002年 12月 現在)
R: ネパ ー ル 出身 , 2 0代前半, 女性 , 母語 : ネパ ー ル語 , 千葉市在住, 主婦 ,
留学生 の夫に伴 い 来日 , 来日後半年
日本語学習 : 留学生の 配偶者の た め の 2 つ の 日本語ク ラ ス で合計週 3 日学習中.
来 日直後 の 3 ケ月 間は 日本語学校 で学習 した .
漢字学習は , 以前夫が使用 した 教科書を用 い , 書き順 か ら勉 強 して い る .
日本語力 : 初級後半 . 漢字 30 - 4 0 字が 読め る という自己評価 .
3. 3 調査場面 の 特定 ( 生活場面イ ンタ ビ ュ ー より)
調査者が協力 して 行う書き こ とば使用場面を特定す るため , 生活場面全般 に つ い て 聞き
取り調査 を行 っ た . こ れは 上記 の ｢生活場面イ ン タ ビ ュ ー + に該当す るが, 本稿で は以下
に概略の み紹介する .
R の 生活にお ける書き こ とば使用で特徴的なこ とは, 市役所や病 院などの公共場面 にお
い て
, 夫が 手続き を代行 して い る こ とで あっ た . R が 一 人 で行動す るの は 一 駅 区間の 移動
や買い 物で あり , 他 は夫が同行 して い た . また , R は 日本人と日本語で E メ ー ル 交換 をし
て い るが, 漢字常套な どわか らな い こ とが かなりある . その 時は 主に夫に聞い て い るが ,
自分で電子辞書を使 う こ とも ある .
書きこ とばに つ い て 困 っ た 経験 は , ス ー パ ー で の 買 い物場面が報告され た . R は 目的の
商品とは違うもの を買 っ て しま っ たり, 目的 の 商品が 見つ けられ なか っ た り した . その 時
は同伴者 がお らず, R 自身で は 商品の 陳列場所や位置が見出せず, 表示等 によ る商品の 判
別 ･ 理解が できなか っ た ようで ある .
書き こ と ば使用 に つ い て調査者に協力 して ほ しい こ とが ある か と聞 い たとこ ろ, R は化
粧品の選択 を依頼 した . そ の理 由は母国か ら持参 した化粧品が なくなり か けて い たた め で
あ っ たが , 同時にそ れは 上記 の ような R が苦手とす る買い物場面 でも あっ た. こ の化粧品
の選択場面 に つ い て , 調 査者が参加 する こ とに よりさらに詳細 を明らか に した い .
3
. 4 調査対象とな っ た リテ ラシ ー ･ イ ベ ン ト
リテ ラ シ ー ･ イ ベ ン トとは , ス ピ ー チ ･ イ ベ ン ト (Hy m e s1974, 他) を書き こ とばの
使用に応用 した もの で ある . ハ イ ム ズ (同書) は, 発話事象 (spe9Ch e v e nt) に は状況,
参与者, 目的, 場面 の 規範などの 要素が働く と述 べ て い る . リテ ラ シ ー ･ イ ベ ン トは場面
状況に基 づくもの で あり, 話 しこ とばの使用 を含む社会的相互 作用の ル ー ル が あるもの と
される (He ath1982,1 983).
本稿で扱うリテ ラ シ ー ･ イ ベ ン トは , 大きく 2 つ に分けられ る . 一 つ は, 日本 にお ける
一 般的な,ドラ ッ グス トア場面 で あり, もう - つ は, N N S が商品を選択する際に調査者が仲
介したリテ ラ シ ー ･ イ ベ ン トで ある .
3. 4.,1 テ ク ス ト( 化粧品の衰示) とその環境 ( ドラッ グス トア)
ドラ ッ ア8引ま様 々 な日用 品があり, 客は表示 を読んで 目 的の 商品を判断 し購入す
る . 商品母陳列棚には表示 として の様々 なテ ク ス トが ある . 商品に つ い て の 文字表示や消
#%%SI%1;
る . 商品
解し選択
をしたりす
る コ ピ ー やデ
ラ
と
とが.,
ける ドラ ッ グス トア の 況で
ン などが , 言語的 ･ 非言語的情報 に よ っ て掲 げられて い
･ イ ベ ン トは, 客で ある消費者が表示を読んで 商品を理
る会話は , 店員に陳列場所 を聞 い たり , 薬の相談
蛋
, 二 般的絃 あまり会話 は行われ ない . これ らが 日本にお
そ の ような読みを中心と したリテ ラ シ ー ･ イ ベ ン トに
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対 し, 来 日 して期間が 浅い NN S はリテ ラシ ー を十分習得 して い ない と想定され る .
3
･ 4･ 2 仲介者との イ ンタ ー ア ク シ ョ ン と しての リテ ラシ ー ー イ ベ ン ト
調査が行われた場面 は, 事前に R が J に化粧品の選択 を依頼 した た め, 前述の 一 般的な
ドラ ッ グス トア 場面とは違 っ て仲介者が 入 っ たイ ベ ン トとなり, 会話 を中心 に進め られた .
こ の 場面にお ける目的は表示 を読ん で商品を選択す る こと で ある ･ N N S が行う場面に調査
者が 仲介者と して参与 した こ とに より,‾書きこ とばで ある表示 を話 しこ とばで説明す る行
為が行 われた . 使用言語は 日本語 で あっ た .
調査 を行 っ た ドラ ッ グス トア は駅の 構内に ある比較的広 い もの で , 調査者は何度か利用
した経験が ある ･ そ こ で は客は ほとん ど無言 で 買い 物を して い た . 調査者と R は会話 を交
わ した が , 店内には音楽が流れ周囲に対 して 目立 た なか っ た . 実際に どん な商品を選ぶ か
は R に任せて あり , 事前に何を選び何 を説明す るか は決 めて い ない . 調査 と して録音機 を
用い る こ とは 了承済みで ある.
4･ ドラ ッ グス トア場面 に おける仲介者とのイ ンタ ー アク シ ョ ン
4. 1 商品選択行為の 流れ
R は調査 を行 っ た ドラ ッ グス トア で, 化粧水 , 乳 敵 洗顔 札 フ ァ ンデ ー シ ョ ン , ア イ
ブロ ウ (眉墨), ハ ン ドクリ ー ム を購入 した ･ こ こで はそ の うち, 化粧水, 乳液, 洗顔料の
選択場面 を扱い , ドラ ッ グス トア で の行為 の流れをまとめた .
行為の 流れ をメイ ン ･ シ ー ク エ ン ス と して捉えると, ｢陳列棚 - の移動+, ｢棚に.ある商品
が何で あるか の説明+, ｢商品の 選択+, ｢決定+, ｢選択 した 商品の 確認+, となる . そ の 各段
階で表示 を見 るこ とは , 棚 にある商品を知るた めの リ ソ ー ス , 選択肢 と して の リ ソ ー ス ,
選択 した商品の 確認 の た めの リ ソ ー ス と して用 い られた.
以下 に , 化粧水と乳液 , 洗顔料の 選択に つ い て , メイ ン ･ シ ー ク エ ン ス とそ の 中で 連鎖
した行動 を記述 し, そ の 際行われた会話 を例 に示 した . Jは仲介者と して の調査者 で ある .
会話の 記述方法に つ い ては本論文の 末尾 に記 した . 例 の右側 に各段階で使用 した表示 を示
した .
4. 1. 1 化粧水と乳液の選択行為の 流れ
< 陳列棚 - 移動 >
･ J が化粧水 ･ 乳液の 陳列棚まで誘導した .
< 棚に ある商品が化粧水 と乳液 で ある こ とを説明 >
･ J が棚に並ん で い るもの が化粧水で あるこ とを説 明 した. (例 1)
例 1
((Jが ロ ー シ ョ ン の棚を指す))
J: こ こ にある の が, 顔洗 っ て か らつ ける [やつ .
R : [は い .
･ Jは何 を選択す るか迷 い , 一 般的な化粧水 の使用手順を示 した. 洗顔後 , 化粧水を
つ け, そ の後乳液 , フ ァ ン デ ー シ ョ ン の順 に つ けるこ とを説明 した . 乳液 の 説明
に英語 の表 示 【milk lotio n】 を指 した . (例 2)
･ J が R(ネパ ー ル) の化粧品の 使用手順 を聞くと, R は同 じで あると答 えた . (例 3)
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例2
((Jが ロ ー シ ョ ン の 棚を指 しなが ら))
J : どんなの が い い だ ろ ･ 多分ね , 多丸 顔洗 っ てか らこうい うの使 っ て ,
〟こ れ〟 どれ で も, どれ でも･ たくさん あるか らね , どれが い い ん だろうね .
分, 豊塾 艶 皇ユ吐三, 〝は い// そq)後, //はい〟
塗 + 白土 , 〟は い// 【mi lk】. そ れ を つ けて ,
milk
多
か
皇基盤与良こうの フ ア ンデ ー シ ョ
之 ･ 〟は い/ 皇払 馳 法王旦ど. 〟は い/
例 3
a: Rさんはや り方は , どう ですか .
R : あ ー 畳も乳⊆三 む土ど, 私 の - 化粧品は - ネ パ ー ル から来た の , 今終わ っ た終
わ る, (I ･) 少ないですね .
∫: 少な い ですね.
R : はル､, 少な い , 少な い から, 買うほ し いですから, 一 緒 に .
(以下 ,
使用 した
表示)
milk lotion
< 商品の∋掌択過程 >
･ J が選択肢 と して表 示 の メ ー カ ー 名 を示 し, 選択を促 した . (例4)
･ R が化粧水 の 表示 【薬用】 を ｢くすり よう+ と読み, J が説 明 した . (例5)
･J が メ ー カ ー の 選択を聞く と, R は どこ でも よく J に任せ る と答えた. ( 例6)
･ J が値段 を指 し, 1000 円程度で よい か 聞く と, R は承諾 した . (例 7)
･ R が Jに , どん な化 粧品を使 っ て い るか 聞い た ･ J は特 に決ま っ た も の はな い と答え
た. ( 例8)
･ R が化粧水 の 隣に ある商品に つ い て ,,何で あるか質問 した . J は洗顔料で ある こ と
を説明 した. (例 9)
● J串ミ選択肢と してア ロ エ 化粧水 に つ い て , 【ア ロ エ】 の片仮名表示 と絵を示 し, 説明 し
た･ R は特に 関心を示 さない様 子で あ っ た . (例10)
･ J が値段 の バリ エ ー シ ョ ンを示 し, 選択 を促 した ･ R は値段 を見比 べ た . (例 1 1)
･ J が Rに 肌 の トラブル が ない か 聞い た . (例 1 1)
例4
∫ : た だ , い ろ ん なメ ー カ ー が あ っ て ,
R : い ろ い ろありますね .
J: 例えば, 会社 の 【K O S別 で しょ , - 中略 ((【u te n a, Ka n eb.】 を指 して読んだ後))
…
牡 .
例 5
R: 駈 且ュ
∫:ん , あ, こ れは, そ うね, ち ょ っ と , 肌が , //うん〟 問題が ある人 .
･ ･ ヰ 略 ･ ･ ･ 優 し い で す, こ れは . //あ 1 / 薬の ように優 しい .
R : あ, 薬 ように .
∫: 本当 の薬 じやない , 本当 の薬 じや [なく っ て ,
R : [薬はな - じや なくて, は い .
例 6
∫:何か , 好きな会社の名前があ っ た らそれを選びますけど. ( - ･) 何も会社は ど
こでも [い い ?
訟志望豊蓋蓋主義竺碧筆写軍基 地 卑 ･
- 中略 - ⊥ 弘
R:
例 7
J:大鉢,･こ の ぐら七､
■
予 備僚 ･ - ヰ 略 - 全部同じぐらい . //は い// だいた い 1 00 0
円ぐらい .
R : 結 い,.
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例8
J‥ どれが い い んだ ろうね ･ う ー ん , どれ が , どちらが高い , で も, どのくらい い い か
わか らない です よ.
R : あ ー ･ む 鎚 過藍2三･
∫ : 私はね - , い ろ い ろ .
例 9
R : これは . ( - ) ((Rが同 じ棚にある洗顔料を指 して))
J : あ, これ ((洗顔料))は , 顔 を洗う時です ･ こ れ ((化粧水))は , 顔を洗 っ た後.
R : 顔 を洗 っ た後 で ･ (･ ･ I) 並 進. ( (再び洗顔料を指 して))
J ‥ こ れは , 化粧を 一 緒 に洗う･ 〟は い 〟 家に帰 っ て から, 顔を洗う時, 化粧が ある
から, そ れ をとる .
R : あ ー . は い . わ か りま した .
例 1 0
((J が｢ア ロ エ 化粧水+ を指 して))
J ‥ こ れ, こ れは 【ア ロ エ】 っ て いう, 知 っ て ますか ? こう, こ う いう ,
((ボトル の絵を指す)) 体にい い植物 .
R : あ ー , ん - .
J‥ こ れ知らない ? ( - I ) 知らないですか? これ, 薬 に使うことができる .
R : あ ー , は い .
例 1 1
((値段を見比 べ ながら))
R : 過 重. ((ア ロ エ 化粧水を持す))
J: そう ですね ･ どれが い い か な･ こ っ ちは少 しだけ高いけ ど. でも, どのくらい 同じ
か違うかわか りません . 使わなければ.
R : ん - , は い .
J: 多分, 同 じだと思うけど･ ん - , 何か , ((肌を指■して))Rさん は痛い , 痛 いと
か ありませんか ? 痛い とか , 乾きますとか . 痛くない ? 大丈夫?
R : ん , 大丈夫.
<購入 を決定>
･ R がある商品を選択 した . (例 12)
例 12
R : あ ー ･ ( - ) 地 主主よ + (( 中程度の 値段の化粧水を選択する))
J: これが い い ですか .
. ア ロ エ
(絵)
< 選択 した商品の確認 >
･ R が選択 した化粧水の 隣に ある商品が何で ある かを再度質問 したp & ほ洗顔料で ある
こ とを説明 した . (例 13)
･ R が選択 した化粧水に つ い て質問 した ･ J は洗顔後に つ ける ことを説 明 した . (例 13)
･ J がそ の化粧水 の 隣に ある乳液を説明 した . (例13)
･ J がそ の化粧水 の表 示 を読み, 洗顔料と化粧水, 乳液の 使い分 けと手順を説 明 した .
R も洗顔料と北粧水, 乳液を見比 べ なが ら確認 した . (例1 4)
･ R が商品の 識別 に留意 したため , J が, 選択 した化粧水と乳液 の外見的特徴 (ボトル
の色 , メ ー カ ー 名) を確認 した. (例 15)
例 13
丑 : これ, 三並 + 且 ((選ん だ化粧水の 横にある洗顔料を指 して))
J= うLAj･ こ れは ,
一 顔を洗う時ですね･ 化粧を,.
〟は い// 洗う. //あ顔//家に帰 っ
た後 .
R : 顔を洗う時. こ れは ?
∫ : これは, 洗 っ た後 .
R : 洗 っ た後で . - ･ 中略 -
((化粧水を指 して))
はい , 洗 っ た後で , こ れを.
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J: で - , こ れ は , 【mi 1k】. こ れ必要 ? 冬は , 〟は い 〟 乾 い て ますね . 冬は . ･ -
中略･ ･ ･ だ か ら こ の , 【milk】 を つ けると , ち ょ っ と , い い .
R .･ あ ー . こ れ を , 使 っ た後で , こ れも い い ね .
例 1 4
((J が化粧水 の 裏面 に ある使用手順の 表示 を読み なが ら, 化粧水と乳液を指 し
て))
J: これ , 【1otio n】 で - , 〟ロ ー シ ョ ン は い〟 何か , こ れ, 顔 , 洗 いますね . こ れ
を, こ れ, 【1otion】 つ けますね . そ の 後 これ . 【mlik】. 〟ミ ル ク〟 【milk】 つ け
ます, と書 い て あるか ら, [い い ?
R : [ あー は い .
例 1 5
R: これを, 後 で ･ ( - . ) 帰 っ た , 塵三宝塵_笠 + エ也 + 主払垂二+ 二 二⊥.国造主
ない ように .
∫: 間違えない ように . で も, ( (ボ トル の色が))ピン クだから, わか ると思うな.
⊥ 姐 . でも, どれも - 鰭 , どれも ー 緒 です . //は い// うん , どれ を買 っ て も.
milk lotion
ク レ ン ジ ン
グ - 化粧水
- 乳液
lotio n
Tt)il k lotio n
(ボ トル の
早)
R O SE
4. I. 2 洗顔料の 選択行為の 流れ
< 陳列棚 - 移動 >
･ J が, 化粧水 の 棚 に ある洗顔料は高い と感 じ, 安い もの が別 にある こ と を伝 えた .
･ Jが安い洗顔料が ある陳列棚を探 し, 誘導 した .
<棚にある商品が洗顔料で ある こ と を説 明>
･ J がある商品を指 し, それ が洗顔料で安い こ と を説 明 した . (例 1 6)
例 1 6
J :塵盟主遡_娃 血 . - 中略 -
こ っ ちの 方が安い .
R : あ ー こ れ , こ れ い い よ .
<購入を決定>
･ R が安い 方 の洗顔料 を買う こ とを決定 した . (例 17)
例 1 7
((J が安 い洗顔料と高い洗顔料 を比 べ て))
J : でもね, R さん , 多分, わからない . 何 が違うかわか らない . -
R: - こ れ安 い [の . こ れを買います .
J: [安 い の が い い ? 安 い の が い い ?
( 値段)
(値段)
< 選択 した商品の 確認 >
I Jが選択 した 洗顔料の 表 示 を読ん だ. その 際, R が既習の 漢字欝が 使われ て い る語
【洗顔】 に留意 し推測 して ｢洗うかお ?+ と読ん だ . J が読みと意味 を確認 した .
(例 18)
･ J が,. その 商品が化粧 を落とすもの で ある こ とを確認 した. (例 1 8)
例 18
((選択 した洗顔料を見なが ら))
♂:【メイク】 を 【落と】す .
R: 洗う顔? -
3 : - そきそう . 【洗顔】. -
R: -
∫: ラ
顔】
/あは い/I これ , 【洗】 う . //洗う// 洗う.
畳み妻妹ち ょ っ と 【洗顔】, だけど, 顔 を洗う .
R : ん . 【洗顔】
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J : 過 + 塵且.
R : [帰っ て は い , は い , わか りま した .
こ の場面は ほとん ど仲介者で ある J主導で行われて い た . そ れは , 以前の イ ン タ ビ ュ ー
で R が商品を判断す る こ とが 困難で ある こ とを知 り, 化粧 品選択 の ア ドバ イ ス をす るに あ
たっ て ホ ス トとして の 役割 を遂行 した た めで ある .
商品選択 の 知識を十分身に つ けて い ない R は, 自身 で判断す る こ とが ほ とん どなく, ♂
の ア ドバイ ス を選択の 基準 と しようと して い た . 既習の 漢字語が使 われて い る未知の 表示
に つ い て は読む こ と を試 み, 後 で J が読み ･ 意味を説明 した.
商品を決定 した の は R 自身で あ っ たが , 決定の 直接 の 理 由は聞き取り を行わなか っ たた
め不明で ある･ 決定の リ ソ ー ス と して は , J に よる説 明と R が値段 の表示 を見比 べ た こ と
が考えられる .
5. 仲介 者とのイ ン タ ー ア ク シ ョ ン に お けるリ テ ラ シ ー の 管漣
次に , NN Sと仲介者のイ ン タ ー ア ク シ ョ ン を言語管理 理論 を用 い て分析 し, 双方が実践
(リテ ラ シ ー ･ プ ラクテ ィ ス) と して どの ように行為 したか を考察して みたい . こ の 場面
に働く コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン規範 は, 消費者が商品を理解する ため に 日本語 によ っ て構成さ
れ た表示 と, N N Sと調査者 に よる接触規範 (Fairbr othe r2 00 0, 村岡 2002) が考えられ
る .
5
. 1 自己管理 :NNS(R) に よる管理
5. 1. 1 イ ンタ ー ア ク ショ ン参加 時の Rの リ テ ラシ ー
生活場面イ ン タ ビ ュ ー で は, R は初級の 日本語 を学習中で あり, 漢字が 3 0 0字程度読め
るとの こ とで あ っ た ･ しか し, 以前買い 物で 目的の 商品が 買えなか っ た経験をみ ると, 日
本の 店内の 配置や商品 に対す る ス キ ー マ が ない こと, 商品の 漢字表 示が読めない こ と, 店
員と会話 が十分に行 えない ことが 困難の要因となっ て い ると考えられ る .
R は母 国で化粧 品を使用 して い たこ とか ら, 化粧 品と使用手順 に つ い ては ある程度の リ
テ ラ シ ー は持 っ て い ると言える . しか し, 前述 の ように, 日本にお い て は表示を通 して 目
的の 商品を選 んだり理解 したりす るこ とが困難 である .
R に初級 の 日本語 と300字程度 の漢字の 知識 があるこ とは , 仲介者とのイ ン タ ー ア ク シ
ョ ン を行う際の リソ ー ス となると考えられ る .
5
. 1. 2 イ ンタ ー アク シ ョ ンに 見られたRに よ る自己管理
表 1 に, ドラ ッ グス トアで のイ ン タ ー ア ク シ ョ ン か ら, R によるリテ ラ シ ー の 自己管理
に該当すると判断されたもの をまとめ た. こ の表で扱う ｢留意+ とは , ｢調整遂行+ を観察
す る こ とに よ り存在が認められたもの で ある .
前述 した例 6 のように, R はメ ー カ ー の 選択肢を与 えられ たが, J に選択を委任 した .
また
, 例 8 のように , J が選択に迷 っ て い る際, J が使用 して い る化粧品に つ い て質問し
た ･ こ れらは, R に 日本の 化粧 品に対す るス キ ー マ がない ため , 選択 のリ ソ ー ス を仲介者
で ある Jた求あたと考えられ る . ただ し, その 間い に対 して J は明確 な回答を出さなか っ
た .
4. 1..1は化粧水 を選ぶ場面で あ っ たが, R棒化粧水の 隣に 並んで い た向じメ
ー カ ー の 洗顔
料に つ い
■
て ｢これは ?+ と2度質問 した (例 9, 例 13). その化粧水と洗顔料は同 じメ ー
カ ー で外見上も似て い たため, 何の商品で あるか判別が つ か なか っ たもの と考 えられろ.
J はそれ らを漢字の 表示 を読んで識別 し, 説明 した . 購入 を決定 した化粧水 と乳液も同 じ
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メ ー カ ー の もの で外見上 ほ とん ど同 じで あっ た が , R は ｢間違えない ように+ と確認 して
い る (例 15). こ の ように , R は 商品の 識別方法 に留意 して い た と考えられ る .
R は｢薬用+ (例 5) と ｢洗顔+ (例18) とい う表示に関 して は , 漢字を読ん で J に確認
した ･ これ は, R 自身が既習の漢字 の知識 をリ ソ ー ス と して 文字 を解読 (de c ode) しよう
と したと捉 えられ る . R に よる ｢薬用+ の 留意は , 化粧水 の棚を見なが らJ がメ ー カ ー の
選択を質問 して い る最 中に起 こ っ た . これ時J との会話 の流れ とは無 関係に, 既知の 漢字
が目に留ま っ たため と考えられ る . ｢洗顔+ に つ い て は , 洗顔料 の選択後 , J がそ の商品 の
表示 を読ん で確認す る過 程で R 自身が読ん だ . それ らの 漢字語 を R は事 中調整と して推測
し, ｢くすり よう+ や ｢あらうかお+ と発話 して調査者 に確認要求 をした. R は単漢字の 意
味は理解で きたが , 語嚢と して の 読みは確定でき なか っ た . こ の ように , 表示 の漢字語に
関す る意味交渉は , 理解可能な漢字 に つ い て R が指摘する こ とに よ り行われ た.
こ れらの 管理は , 商品の 選択過程 と, 選択後 の 商品の 確認 の段階で行 われた . 漢字語 の
理解は R による自己調整 で は完結せず , Jに よる他者調整と複合 した .
表 1 : R に よ る自己管理 (化粧水 ･ 乳液 ･ 洗顔料 の選択場面)
行為の ■
メ イ ン ･ シ ー
ク エ ン ス
対象
商品
自己管理
複合調整
使 用
し た
表 示
留意 (調整遂行に及んだ) 調整遂行
商品の
選択過程
化 粧
水 ･ 乳
液
メ ー カ ー の 選択肢を与 えら メ ー カ ー の 選択を J に委 J の 回答:明確L
れたが , 判断 できない 任 した なア ドバ イ ス .
はない商品の選択基準を持た ない J が使用 して い る化粧品
を聞い た
既習漢字が使用 された 未知 rくすり よう ?+ と推測 J が意味を説 莱
の語嚢を発見 した し て読み , 明確化要求 明した 用
選択した 洗 顔 表示 を J が読む過程で既習 ｢洗うかお ?+ と推測 し J が読み ･ 意味 洗
商品の確欝 料 の 漢字が使 われた未知 の 語
柔に気づ い た
て 読み , 明確化要求した を示 した 顔.
5･ 2 他者管理 : 仲介者と して の NS(J) に よる管理
5
.2.1 仲介者の リテラ シ ー と事前調整
J は日本寮母語話者と して , 漢字仮名交じり表示 が理解でき る . また, 化粧 品を ドラ ッ
グス トア で購入 し, 使用 した経験が ある . Ge e(1 98, 19 96)は , テ ク ス トにはそれぞれ特
有のデ ィ ス コ ー ス (Dis c o urs e) が あり, 参加者が共有 して い る ことが前提とな っ て い る こ
とを指摘 して い る ･ Jは日本にお ける化粧 品の デ ィ ス コ ー ス を, テ レ ビ CMや広告, 実際の
使用 を通 して ある軽度知 っ ており, その 知識 をリ ソ ー ス と して表 示 を理解 して い る . また
J は , 化粧品には値段や 品質によ るラ ン クが あり, デパ ー トと ドラ ッ グ ス トア で は扱われ
る商品に違 いが ある こと, ｢自然派+ 化粧品の ように , 特定め客層を対象と した商品もあ る･
こ とを知 っ て い た ･ また , 化粧 品の 成分を批判する本を過 去に読ん だ経験もあ る.
J は化粧 品選択 の 伸介を依頼され , ドラ ッ グス トア場面にお い て言語的 ･ 社会文化的ホ
ス ト2と して , ア ドバ イ ス の 役割を担 っ た ･ J は生活場面イ ンタビ ュ ー によ っ て , R が来日
歴が浅い こと, 日本静力が御級で あ る こ と_, 商品の 購入 に困難があ っ た こ とを知り, それ
が ドラ ッ グス トア場面で のイ ン タ ー ア ク シ ョ ン に対する予測とな っ た . J に接触経験があ
る ことは , フ ォ リナ ー ･ ト ー ク'(ス ク ー タリデス 1981)や鋭 明に影響する と考えられ る .
2 フ ア ン (198) は, 相手言語接触場面 にお ける ｢言語ホ ス ト+ の参加御重につ い て ま とめて
いる ･ 本稿での ホ ス トとい う帯は , 社会文化的 ･ 言語的知織を有 して い る N 昏
<が リテ ラ シ ー ･
イ ベ ン トで N ⅣSの 理解の 手助けをす る役割と して 用い る .
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上記 の化粧 品に関す る複数の知識か ら, J は R に対 して適用す べ きも の を選択 した . ド
ラ ッ グス トア場面に参加す る以前 に J が留意 した こ とは , どの ラ ン ク の化鹿晶を勧め る べ
き か, どの ような商品を勧める べ きかで あ っ た ･ そ して , 対象者 が 20 代 の留学生 の 配偶
者で あり, 普段買い 物を 一 人 で行 っ て い る こ とか ら, 高価 なもの で はなく, R 自身が どこ
でも購入 でき るような最も 一 般的な商品を勧め るこ とを決 め, そ れが ドラ ッ グス トア場面
参加 の 事前調整 とな っ た .
5. 2. 2 仲介者に よる他者管理 とス トラテ ジ ー
表 2 に, ドラ ッ グス トア場面で の J による他者管理をまとめ た.
他者管理 はメイ ン ･ シ ー ク エ ン ス の各段階で起こ っ た ･ そ れは , R がいずれの 段階にも
判断力 を持 っ て い なか っ た と予測 され たた めで ある ･ J が調整の 必要性を予測 した こ とに
より, 他者管理 と して行われた もの はイ ン タ ー ア ク シ ョ ン の事前調整とな っ た .
J が調整遂行 の 際に使用 した視覚情報は , 英語, ロ ー マ 字 , 片倣名, 絵表示 , 値段 (数
辛), 色で あ っ た ･ J はそれ らを R にとっ て理解可能 なもの と予 測し, R の判断の リ ソ ー ス
に しようと した ･ ｢化粧水+ や ｢乳 軌 を示す際に英語表示 の ｢1otio n+ と rmilk lotio n+
を用 い た が , それ らは商品デザイ ン の 一 部とも捉 えられ , 英語 と して適切 な表現で あるか
どうか は わか らない ･ しか し
, J は ｢化粧水+ や ｢乳液+ とい う未知の 漢字語 よりは解読
しやす いリ ソ ー ス と して英語表示を選び , 説明の 際にも ｢化粧水+ ｢乳液+ とい う表現を回
避 し ｢1otio nJ ｢milkJ ｢白い+ という表現を用いた ･ 漢字表 示に 関 して は , R から明確化
要求が あっ た ｢薬用+ と, ｢メイク も落とせ る洗顔 フ ォ ー ム+ に関 して の み扱っ た .
他 にも J は, 仲介者と して様々 なス トラテ ジ ー を使用 した.
英語表示 の使用は , ｢コ ー ド ･ ス イ ッ チ ン グ+ (Baynha m 1993, 19 95, Gu mpe r z1 982)
に該当する ･ こ れは R の 母語で はな いが , 異言語間にお ける 一 般的 な共通言語で ある こ と
と, 漢字語 よりは解読 しやすい コ ー ドで あると い うJ の 判断に より選択された .
また
,
｢ク レ ン ジ ン グ+ や ｢洗顔+ とい う表示 を
.
｢顔を洗う+ と言 い換えたの は , ｢レジ
ス タ ー ･ ス イ
l
ッ チ ン グ+ (Baynha m 19 93, 1995) に該当す る ･ さらに, 書き ことばの 特徴
で ある名詞化 (n omin aliz atio n) (同書) を, 日本語学習の初級で扱われる動詞 を用 い た句
に言 い換えた .
商品にプリン トされて い る様々 な表示 の 中か ら 滴 晶選択に必要な情報を選んだ こ とは ,
ト ッ プ ダウ ン処理 で ある ･ J自身は ｢化粧水+ ｢乳液+ とい う漢字表示 を読んで 商品を識別
したが
,
R に は英語 の表示 を指 し示 した ･ 英語の,rlotio n+ と ｢mi 1k lotio n+ は小さく目
立たない表示 で あっ たが, J は Rにと っ て解読 しやすい 表示 と判断 した . また , 使用手順
を確認するためにそれが書 かれ た箇所 を探 して黙読 し, 話 しこ とばで 説明 した. 洗顔料に
つ い て は , ｢メイ クも落とせ る洗顔 フ ォ ー ム+二 と い,5･商品各 と機鹿 を表す表示 を読み,. 馴 こ
どん な商品で あるか を示 した.
｢薬用+ と ｢メイク も落とせ る洗顔 フ ォ ー ム+､の説 明には , 日本 の 化粧品の背景知識 を
活用 した ･ J は, ｢薬用+ に つ い て は厳密な意味を知らない ･ しか し, R に ｢くすり よう?+
と明確化要求をされ たた め･ ｢薬の ように優 しい+とい う単純化された通念と して の ディ ス
コ ー ス を示 した (例5)･ そ の 表示 は大きく目立 つ もの で あり, メ ー カ ー が 商品の 特長をア
ピ ー ルす る意由が含まれて い る ･ そ の 商品に は ｢薬用+ を説 明す る表示 は ない が, 消餐者
は ｢薬用成分が含まれて い るた めに肌に優しい+ の ように価値を含めて漠然と解釈 して い
る ように思われる ･ そ して J も･ その ように価値を含めて意訳 を した . ｢メイク も落とせ
る洗顔 フ ォ ー ム+ は , ｢こ の洗顔料は, 汚れだけで はなく化粧も 一 緒に落とせ る (つ まり,
わ ざわ ざ『メイ ク落と し』を使用 しなくても よい)+ とい うデ ィ ス コ ー ス を名詞化 によ っ て
縮約 した コ ピ ー で ある ･ そ の表示 に つ い て J は ｢メイ ク を落 とす+ ｢顔 を洗う+ の よう に
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動詞 を用 い た初級文型で説 明 した (例 1 8).
J に よ る調整行動に は , J の 経験も要 因とな っ て いた . 例 4 のように メ
ー カ ー 名 を選択
肢と して 示 したの は , それ が ロ ー マ 字表 示で あっ た こ と と, 以前会 っ た こ と の ある マ レ
ー
シ ア人女性 が 日本 の メ ー カ ー 名 を知 っ て い た の で Rも知 っ て い るの で はな い か とい う推潮
に よる . また , 安い 洗顔料を案内 した の は , J の 経験か ら安い もの が ある こ とを知 っ て い
たため であ る .
表 2 :J に よ る他者管理 (化粧水･ 乳液 ･ 洗顔料の選択湯面)L
行為 の メイ
ン ･ シ ー ク
エ ン ス
対象
商品
他者管理
複合調整 使用 した表示
留意
(調整遂行に及んだ)
調整遂行
陳列棚 - の
移動
化粧 水 ･
乳液
洗顔料
R が商品配置を知らない
と予測 した 陳列棚 - 誘導 した
棚 にある商
品が何で あ
るか の 把握
･化粧 水 ･
乳液
洗顔料
Rが商品が何かわからな
い と予測 した
商品の説明した
milk lotion-
商品の 化粧水
･
R に商品選択の ス キ ー マ
選択肢を示 した (メ -
カ ー 名 , 値段i アロ エ
R O S E,Uten a,
En ebo , ア ロ エ ,
選択過程 乳液
洗顔料
･が な■いと予 測 した 化粧品) ( 絵), (値段)
･値段を示 した ( 値段)
選択 した 商 化粧水
･
R が洗顔料と化粧水の 確
瓢をした こ とにより , 商 表示 を見て , 使用手順
ク レ ン ジ ン グ -
化粧水 - 乳液
lotio n,
milk lotio n
晶の
確認
乳液 品 の 使 用手順 も確静 し
た方が い い と判断した
を確認 した
商品選択後 , R が｢まち
がえない ように+ と言 っ
た こ とから, 選択 した商
晶の 特徴 を把痩で きる
ようにと思 っ た
選択 した商品の ボ ト ル
の 色,･ メ ー カ ー 名を確
罷 した
(負), K O S虫
メイ クも落とせ
洗顔料
商品選択後, R が何を買 選択 した商品 の 商品名 R が読み
っ た か把握 で き る よ う を読み , 意味を確認 し を 推 測 る洗顔フ ォ
ー ム
に た ｢洗うか
お ?+
6. テク ス ト ( 化粧品 の表示) の 理解
化粧品の 表示を R が どの ように理解 して い るか を確認するた めに , 表示 (テ ク ス ト) を
用い たイ ンタ ビ ュ ー を続けて 行 っ た . 本稿で は , 前述 の ドラ ッ グス トア場面 に関連 の あ る
デ ー タ の みに焦点を当て , R が どん な表示 に重要性 を感 じたか を扱うこ とにする ･
化粧品を購入 した後, J と R はカ フ ェ テ リア でそ の表示 を読ん で確認 した ･ 化粧 品の 表
示 の構成をそ の レイア ウ トに従 っ て 例 19 に再現 した .
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例 19 化粧水 ･ 乳液 ･ 洗顔料の表示
化粧水
m oistu r e
M 工L D
lotio n - 1
弱酸性 美肌 ケ ア
薬用保湿
固 兼 囲
用
みずみず しさ逃がさない
匝
うるお い エ ッ セ ン ス 配合
′
R O S E
C O E M E P O R T
乳事夜
m oistu r e
M I L D
milk lotion
弱酸性
美肌保湿
固 兼 囲
用
し っ とり感あふれ る
しなやか肌
匝頭
うるお い エ ッ セ ン ス 配合
′
R O SE
C O K M E P O R T
洗顔料
Ea n ebo
n a l V e
メ イ ク も落とせ る
洗顔 フ ォ ー ム
匝型こ且旦塑廼過
一 度 で簡単 つ つ ぱらない
- うる お い成 分 一
桃 の菓 エ キ ス 配合
旦 地
洗う成分 の 100%が植物素材
こ の 表示の どの 箇所 を読むか を R に任せ たと こ ろ, R は上部か ら順に単語 を指 し, J に
質問 した ･ 化粧水 の表示 で R が指摘 したもの を順 に並 べ ると, 例 20の ようになる .
｢弱酸性+ ｢保湿+ に つ い て は , R 自身は 単語を読まず ｢これ+ と指摘 したた め , Jが読
み 方と簡単な意訳を示 し, 後で R が辞書をひ けるようメ モ を書い た . ｢朝, 夜+ ｢みずみず
しさ+ ｢さ っ ぱり+ につ い て は R 自身が読んだ ･ それ に対 して Jは ｢朝夜 (兼用)+ につ い
て は意訳 し, ｢みずみず しさ+ ｢さっ ぱり+ に つ い て は初級語嚢で は言 い換えられ ない ため
説明を回避 した .
例 20 ((化粧水の 表示で, R が指摘 したもの))
弱酸性 , 保湿, 朝 (兼用) 夜 , みずみ ず しさ (を逃 さない), さ っ ぱり (化粧水)
｢化粧水+ とい う表示は J が 読んだが, R は ｢けしょ うす い ?+ と読みを反復 した . ∫
が ｢水+ とい う漢字 は ｢す い+ と読む土とを確認 した と こ ろ, R は ｢読み方が違うの で漢
字は難 しい+ という評価をした (例 21).
例 2 1
((化粧水の表示 【さ っ ぱり 化粧水】 を読む))
R :【さ っ ぱり】.
I:【さ っ ぱり】. 【化粧水】.
R : けしょう, 逆上よ 池 ヱ
∫ :化粧れ すい ･ ((そ の 後,▲【さ っ ぱり】 に つ い ては説明を行わない))
R :土 地 .
J
8
:
))
＋い ･ これは顔洗 っ た後の , 水 の , こ うや っ て ･ ((化粧水を つ ける動作をす
墓漂竿J 幣 チ 叫手車 虫 馳撃 虹
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R は化粧 水の 表示 に 一 通 り 目を通 した 後, 化粧水と乳液 の ボ トル を識別す るた め には漢
字表 示 を読む必要が ある こ とを述 べ た (例 2 2).
例 2 2
(( 化粧水 と乳液を見比 べ て . 両者は 同 一 メ ー カ ー で , ボ トル の 形が同じで ある))
R : #
皇亘二転+ 選違主星生起.
a: た だ, こ こ に あるよね. - ･ 中略 (( 【1otion】と 【mi lk lotio n】 を指す)) -
R :【mi 1k】. ああ, あ るから, ちょ っ と , 違 い ますね .
∫:【乳液】 - ･ こ れと, こ れ を覚えた方が い い ですね . 【化粧水】.
(( 鰍こ ｢乳液 : に ゆうえき+, ｢化粧水 : けし ょうすい+ と書く))
- 中略 - 化粧水と , これは牛乳の乳だか ら, ( - ･) これは大切ね , 覚えた方
が い い . ((紡に 二重丸をつ ける))
lotion
milk
lotion
化粧水
乳液
化粧水 には商品名 の他 にそ の 特長 をうた っ た表示が連 な っ て いた . 例 2 0 のように R が
指摘 した表示 を見 ると, R は必 要な情報 を選択す る トッ プダウ ン処理 を行わず, ボトム ア
ッ プ処理を行 っ たと考えられ る . 指播され た表示 に対 して仲介者で ある J は, 初級 レ ベ ル
で 日本の化粧 品の ディ ス コ ー ス を知 らな い N N S に対 して 全て を説明す る こ とはで きず ,
大まかな意訳または説 明の 回避 を した . ｢化粧水+ に つ い て は J は ｢水 : す い+ と いう読
み方 を R の 明確化要求に続い て強調 した . こ れは , 初級範囲 の漢字で あり, ｢水+ の 2 通
りの 読み方を Rが認知 ス トラテ ジ ー 3 に より理解でき るだ ろう とJ が判断 したこ と に よ る .
R は｢水+ の 読み方 が語嚢に よ っ て変わ る こ とに対 して ｢漢字は難 しい+ と評価 して い た .
日本 で化粧 品を初めて購入 した R にと っ て重要な ことは 商品 の識別 で あり, R は最終的
に識別 の ために漢字を読む必要性 を自覚 した . J は｢化粧水+ ｢乳液+ を商品名 を表す重要
な語嚢と して ピ ッ クア ッ プ したが, 初級 学習者である R には｢化粧+ や ｢乳液+ と い う漢
字は未習で ある と考えられ る . J は, ｢化粧水+ と ｢乳液+ に該当す る英語表示 の ｢1otio n+
｢milk lotio n+ を指 し, 正 しい 英語 か どうか は わか らない が, 漢字よりは解読可能な コ ー
ドと して商品識別 の リ ソ ー ス となる こ とを示唆 した . さらに , 商品識別 の ため に覚える べ
き日本語 と して , ｢化粧水+ と ｢乳液+ の漢字と読み方 を後で辞書で調 べ られ るようにメ モ
に書い た . これは , ｢生活場面イ ン タ ビ ュ ー + で R が辞書を使用す る こ とを聞い たためで
あり, R がその よう なメ タ認知 ス トラテ ジ ー 4 を持 っ て い ると判断 した こ とに よ る .
7. 管理 対象とな っ たリ テラ シ ー の 要素
こ のイ ン タ ー ア ク シ ョ ン は商品を選択するとい う目的で 行われた . そ こ で は, 表示の 詳
細を見 る の でを耳なく , 陳列場所, それが 何の 商品で あるか , それ を識別するための 外見上
の特徴や見分け方 の 鋭明が優先され た. J は言語的 ･ 社会文化的ホ ス トと して の 仲介者と
いう役割を担 い , R の理解を予測 しなが ら仲介を行 っ た . ドラ ッ グス トア 場面とテ ク ス ト
の 理解で行われたイ ンタ ー ア ク シ ョ ン の 中か ら抽出された ｢自己 管理+ と ｢他者管痩+ に
つ い て , それ らが どの ようなリテ ラ シ ー の要素 を管理 したか を表 3 に分類 した .
ドラ ッ グス トア場面に参加する以前に , R が今後購入 しやすい と思われる場面を特定す
ると いう事前管理 がJ に よる他者管理 と して行 われた.
ドラ ッ グス トア で は, 店 内の 移動と目的の 商品の 陳列場所 - 移動する ことが他者管理と
3
- オ ッ ク ス フ ォ ー ド(1 99 4) は, 学習 ス トラテ ジ ー を ｢社会+ ｢情意+ ｢メ タ認知+ ｢認知+ ｢記
憶+ ｢補償+ ス トラテ ジ ー に分類 して い る . 金子 (20 02) は, 文字接触場面 を学習ス トラテ ジ
ー を用い て分析 した .
4 同上 .
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して行われ た ･ これ は, 目的の 商品 の 表示 を読むとい う文字接触 の事前管理と して働い た .
商品の選択にお い て は , 他者管理 ･ 事前管理 と して商品選択 の基準が確認 され た . そ し
て , R にと っ て 理解可能な商品選択 の視覚的リ ソ ー ス が他者管理に よ っ て示 され た .
表 3 : 自己管理 ･ 他者管理 の 対象とな っ た リテ ラ シ ー の 要素
逮
呂 理 の 対象
とな っ た
プ ロ セ ス
目的 自己管理 他者管理
参加 す べ き
リ テ ラ シ
- ･ イ ベ ン
トの特定
商品 の レ ベ ル と
購入 の 蕩 (リ テ
ラシ ー ･ イ ベ ン
ト) を特定する
化粧品■の 連択場面 に参加 する以 前
に, ドラ ッ グス トア で - 一 般的に広
く 普及 して い るメ ー カ ー と価格
の 化粧品を選ぶ ことを決めた .
<場面参加の事前管理 >
店内の移動
目的 の 商品 の 陳
列場所 を特定す
ドラ ッ■ダス トア場面 にお いて , 目的
の 商品 の 陳列場所 - 誘導した.
(目 的 の 商
晶 の 売り 場
- 行く)
る <文字接触の事前管理 >
+
晶を確認する
陳列 棚に あ る商品が 何で あ るか を
説明した . <文字接触 の 事前 連 理 >
帝晶選択
商品 の 選択基準 商品 の 選択基準を仲
良
商品の 選択基準の例を示 した
を確認する
･■■ ◆- ▲■ 一▲ ●■ - J 一 - - - 一一 一- - ●■ 1 -･- - r ＋ - t ■ _
介者に委任 した (メ ∵カ ー 名, 値段)
<他者管理 との複合 <文字接触の 事前管理 >
し
示 リ ソ ー ス を得
商品溝択 の ために,･R に理解可嘩な
視覚的リ ソ ー ス を示 した
る (英語 ･ ロ ー マ字 ･ 片俊名表示 , 値
段 , 紘, 色)
<文字接触の 事前管理 >
商品理解
商品の 使用 方法 商品 の使用手順を説明 した･
を確認する ■(J が表示を読ん で理解 し, R に話
しことばで伝えた)
< 文字接触の事前管理 >
商品識別
購入を決定 した 商品 を識別 するた め･ ･ 商品の 表示 を読み , 意味を伝えた
商品 を他 の 商品 に漢字を読 む必 要性 ･ 商品識別 の た めの リ ソ ー ス となる
と識別する に留意した
< 次 の イ ベ ン ト参加
･視覚情報を示 した (商品名の漢字坂
名東じり表示 , 英語,
.ボトル の色)
< 自己管理との儀合 >■
の 事前管理 > <次の イ ベ ン ト参加 の事前管理 >
表示 の理解 ･表示 を解読′･ 理 表示 の 中か ら既知の
R の 自 己管理 による僕字語 の明確
化要求に応 じ, 読み と意味を伝えた
解する 漢字に留意し, 読み と ･ 意味は初級語棄 ･ 文牲で意訳 し,･
意味の推測を行 っ た . ･ 説明困難 なも のは回避 した
J に明確化要求を し ･･ 表示の 意味を, 化粧品のディ え コ
た
< 文 字接触 の 事中開･
∵ ス と して - 般化
.
した .
<自己管理 とゐ複合 >
整 > < 文字接触ゐ事中調整>
Pロ P J ヽ ●
ー こ R の メ
解する タ評知ス トラテ
■
ジ ー■に働きか けた).
<文
J b
の
L<
廃字語･ 漢字 の読み方 を
｢化粧水+の ｢水+は, ｢化粧水+ の読み方 ･ 意味を説明し,･
｢すい+と読む こ とを ｢すい+ と い う読み方を示 した
理解する 理解 ･ 確認 した (R の 欝知ス トラテ ジ ー iこ働きか
< 文字接触の 事中開 けた)
整 > <文字接触 の 事中開整>
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商品の 理解は , 使 用手順 をJ が他者管理 と して文字 を話 しこ とばで仲介 し (モ ー ド ･ ス
イ ッ チ ン グ), 平易な表魂に言 い 換え て (レ ジ ス タ ー ･ ス イ ッ チ ン グ) 行 っ た . これも , R
が文字に接触する以前に行 われた事前管理と捉えられ る .
商品を選択 した後 , R は商品の 識別 の ため に漢字表示 を読む 必要性 に留意 した . それ に
対す る他者管理 は , 表示 の 読み ･ 意味の 説明 と, 漢字以外 の視覚的リ ソ ー ス を示す こ とで
あ っ た .
表示 そ の もの の 理解は , R が既習の漢字を見出 した 際に 自己 管理 と して読み ･ 意味 の推
測が行 われ , 明確化要求に より他者管理 へ と続 い た . 他者管理で は , 漢字語 の 読み, 意味
の 意訳また は回避 , 化粧品 のデ ィ ス コ ー ス に よ る 一 般的な価値 を含んだ通念 が示 された .
また , R が初級 レ ベ ル の漢字を知 っ て お り , 辞書が使用でき る こ とか ら, 他者管理 に よ っ
て R の 認知 ス トラテ ジ ー や認知 ス トラテ ジ ー に対す る働きか けも行われ た .
8. まとめと今後の課題
本稿で は , N N S によ る書き こ とば使用 を, 日常における実践と して の リテラ シ ー ･ プラ
クテ ィ ス の 観点か ら捉 え, あるリテ ラ シ ー ･ イ ベ ン トにつ い て N S である調査者との イ ン
タ ー アク シ ョ ン を分析 ･ 考察した . そ こ で調査者はリテ ラ シ ー の 仲介者 と して の役割 を担
い , R にアドバイ ス を行 っ たが , そ のイ ンタ ー アク シ ョ ン でリテ ラ㌣ - の どの ような要素
が マ ネ ー ジ メ ン トされた か を言語管理理論 を用 い る こ とに よりまとめた .
対象とな っ た N N Sは来 日後 6 ケ月 で あり, 日本 の 商品に対す る ス キ ー マ が なく,.日本
語カ が初級 で あっ たため , ｢自己管理+ の み で は解決 せず, N S に よ る｢他者管理+ と複合
した . 他者管理 と して 仲介者をも 店内の 陳列場所 を誘導し, 選択肢を与 えた . そ の 際, NNS
にと っ て漢字よりも理解可能なリ ソ ー ス (ロ ー マ 字, 英語, 値段, 袷 , 色) を提示 し, 表
示を平易な語棄 ･ 文法 を用 い て説 明 した .
化粧 品の表示 には , 商品の特徴をア ピ ー ルするため の 締約 された コ ピ ー や特別 な語嚢が
使用されて い る . それ らは仲介者に よ っ て 初級 レ ベ ル の 語嚢や文法に言し'.換えられたが,
説明が回避された もの もあ っ た . また, 仲介者は表示を鋭明する際に 自己 が持 っ て い る背
景知識 を動員し, 価値を含んだ 一 般的な化粧品の デ ィ ス コ ー ス と して示 した.
来 日後日が浅く 日本語 が初級 の N N S にと っ て 商品選択場面に お い て表示 を読む こ とは,
商品の 識別が中心的 な目的となっ た . 仲介者は N N Sに解読可能 な コ ー ドと して の 英語表
示 を示 したが, NNS自身は漢字を読む必要性を自覚した . しか し, 表示 を読むイ ン タ ー ア
ク シ ョ ン を通 して ｢漢事は難 しい+ と い う評価も行 っ た .
本稿で は ,3種類の イ ンタ ビ ュ ー の うち, 特 に買 い物場面 を扱 っ たも の に焦点を当てた ･
テ ク ス トの 詳細と, そ れを どの よう に仲介 したか は今回扱わなか っ たが , テ ク ス トを用 い
た調査も順次取り上 げて い きたい .
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トラン ス クリ プ ト表記記号
･ 同時発話 , 重複発話
･ 短 い 発話 の 重複
･ 発話内 ･ 発話間の 時間的
間隔
･ 長音
･ 疑問符 (上昇音調)
･ 状況説明
･ そ の 場で 実際に読ん だ表示
･ ア ン ダ ー ライ ン
[
〟 〟
( ･)
-
?
(( ))
【 】
∫
R :
∫:
: 家 に帰 っ て [か ら , 洗う .
[帰っ て は い , は い , わ か りま した .
こ れ を つ けて / は い 〟 そ の 後
(･) を約1秒とする.
R : こ れ ね ( - ) 間違えない ように.
R : こ れ は - , 何 と読み ますか ?
R :くすりは , くすりよう ?
∫ :顔 , 洗 い ますね . (( 表示 を指して)) これ つ けま
すね.
∫ :【メ.イク】 を 【落と】 す .
重要と思われ る箇所にア ンダ ー ライ ン を引い た .
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